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ご注意書き 

 

１． 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品
のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA機器、通信機器、計測機器、AV機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、
かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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M51132L/FP 
2ch電子ボリューム・バランス (VCA) 

RJJ03F0171-0201 
Rev.2.01 

2008.03.31 

概要 
AV機器の電子ボリューム用として開発された VCA (Voltage Controlled Amplifier) ICです。 

パワーアンプ前段のアナログ小信号処理に使用します。直流電圧により左右独立ボリュームコントロール
モードまたは，左右同時ボリュームコントロールモードのどちらにも対応できます。パス・スルー機能を内
蔵していますので，ALCアンプ等と組み合わせて，自動レベル調整にも使用できます。 

特長 
• コントロールモードが 2種類選択可能 

(左右独立ボリュームコントロールモードまたは，左右同時ボリューム + バランスコントロールモード) 
• ボリューム・バランスコントロール電圧に関係なく，入力信号をそのまま出力させるパス・スルースイッ
チ内蔵 

• パス・スルースイッチ ON，OFF時のショック音をやわらげるショックノイズ低減端子を装備 
• リファレンス電源回路内蔵: 出力電流 10 mA (Typ) 
• 最大許容入力: 3.4 Vrms (Typ) (f = 1 kHz, THD = 1%) 
• 低歪率:  0.005% (Typ) 
• チャネルセパレーションが良い: 102 dB (Typ) (f = 1 kHz, Vo = 2 Vrms, JIS-A) 
 

推奨動作条件 
動作電源電圧範囲: VCC = 8～15 V 

定格電源電圧:  VCC = 12 V 

 

システム構成図 
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端子説明 
端子番号 端子名 説明 標準 DC電圧 

1 電源 8～15 V DCを印加 (定格 12 V) — 
2 入力 1 最大許容入力 3.4 Vrms (Typ) 5.5 V 
3 出力 1 — 4.8 V 
4 リファレンス電源出力 最大出力電流 10 mA (Typ), 短絡保護回路内蔵 5.2 V 
5 フィルタ — 12 V 
6 無接続 GND等の配線中継に使用可 — 
7 接地 — — 
8 ボリューム/ボリューム 1 
コントロール 

0～5.2 V DCにより左右同時ボリュームまたは，ch1側ボ
リュームをコントロール 

— 

9 パス・スルーSW切り替え
時ショックノイズ低減 

パス・スルーSW ON，OFF時，時定数をもたせ，ゆっくり
とパス・スルー↔VCAに切り替えることにより，聴感上の
過渡音をやわらげる。 
時定数は外付け Cにより決定 T (s) = 1.2 × C × 20 k 

パス・スルー時

5.2 V 
VCA時 
0 V 

10 バランス/ボリューム 2 
コントロール 

0～5.2 V DCによりバランスまたは，ch2側ボリュームを
コントロール 

— 

11 パス・スルー/ 
VCA切り替え SW 

0 Vにすれば VCAとして動作 
5.2 Vにすれば入力信号を出力にパス・スルーさせる 

— 

12 コントロールモード 
切り替え 

0 Vにすれば 端子 8：ch1側ボリューム 
 端子 10：ch2側ボリューム 
5.2 Vにすれば 端子 8：ch1，ch2同時ボリューム 
 端子 10：バランス 
として動作させることができる 

— 

13 出力 2 — 4.8 V 
14 入力 2 最大許容入力 3.4 Vrms (Typ) 5.5 V 

 

入出力形式 

1 3 5 7 9 11 13

2 4 6 8 10 12 14

5.5 V 5.2 V 5.5 V

4.8 V0 V, 5.2 V12 V4.8 V

VCC VCC VCC

VCCVCC

VCC

VCC
Vref

20 kΩ

15 kΩ

10.6 V

30 kΩ

150 kΩ

5.2 V
Vref

Vreg

12 V
1.5 mA

25 µA 180 µA 100 µA 100 µA
100 µA

100 µA

100 µA 1.5 mA

150 kΩ

25 µA 180 µA

510 µA

 
【注】 図中の抵抗値・電圧・電流は標準値を示す。 
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絶対最大定格 
(指定のない場合は，Ta = 25°C) 

項目 記号 定格値 単位 備考 
電源電圧 VCC 15.5 V  
回路電流 ICC 40 mA  
許容損失 Pd 800 mW 基板実装時 
熱低減率 Kθ 8.0 mW/°C Ta ≥ 25°C 
動作周囲温度 Topr –20～+75 °C  
保存温度 Tstg –40～+125 °C  
 

電気的特性 
(指定のない場合は，Ta = 25°C, VCC = 12 V, f = 1 kHz, Vi = 1 Vrms, ボリュームMax) 

項目 記号 Min Typ Max 単位 測定条件 
回路電流 ICCO 9 17 30 mA 無信号時，ボリューム：Min 
減衰量 ATT0 –2 0 +2 dB  
 ATT –∞ — –105 –85 dB Vi = 2 Vrms，JIS-A，ボリューム：Min 
チャネルバランス CB –2 0 +2 dB  
全高調波歪率 THD — 0.01 0.1 % 15 kHz，LPF 
入力抵抗 Ri 50 150 — kΩ  
バランス減衰量 BAL — –105 –85 dB Vi = 2 Vrms，JIS-A 
出力雑音電圧 Nomin — 4.8 10 µVrms Rg = 10 kΩ，無信号時，JIS-A， 

ボリューム：Min 
 Nomax — 9 20 µVrms Rg = 10 kΩ，無信号時，JIS-A 
最大入力電圧 Vimax 2 3.4 — Vrms THD = 1%，ボリューム：Center 
最大出力電圧 Vomax 2 3.4 — Vrms THD = 1% 
クロストーク CT — –102 –80 dB Rg = 0 Ω，Vi = 2 Vrms，JIS-A 
パス時電圧利得 GVP –1.2 +0.8 +2.8 dB ボリューム：Min 
パス時チャネルバランス CBP –2 0 +2 dB ボリューム：Min 
【注】 1. ボリュームMaxとは，端子 8に Vrと同じ大きさの電圧を印加した状態をいいます。 
 2. ボリューム Centerとは，端子 8に Vr/2と同じ大きさの電圧を印加した状態をいいます。 
 3. ボリュームMinとは，端子 8を GNDに接続した状態をいいます。 
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スイッチ条件と測定法 
スイッチ 

項目 記号 S1-1 S1-2 S2 S3 S4 S5 S6 S7 S8-1 S8-2 測定方法 
回路電流 ICCO 2 2 3 3 2 2 1 2 1 1 無信号時端子 1に流れる電

流を測定する 
1 2 ATT0 1 1 1 
2 

2 
1 

1/2 2 1 1 

3 2 

減衰量 

ATT–∞ 1 1 3 
2 

2 
1 

1/2 1 1 1 

ATT (dB) = 20log (Vo / Vi)
で求める。 
ATT–∞は JIS-A in 

1 2 チャネルバランス CB 1 1 1 
2 

2 
1 

1→2 2 1 1 CB (dB) = ATTch1 – ATTch2

1 2 全高調波歪率 THD 1 1 1 
2 

2 
1 

1/2 2 1 1 15 kHz LPF in 

1 1→2 — 入力抵抗 Ri 1 1 1 1 2 2 

2 

2

— 1→2 

S8→1のとき出力を VO1 

S8→2のとき出力を VO2と

すると 
Ri (kΩ) = 150 / (VO1 / V2-1) 

1 1 バランス減衰量 BAL 1 1 1 
3 

2 1 
2 

1 1 1 BAL (dB) = 20log (Vo / Vi) 

3 2 Nomin 2 2 3 
2 

2 
1 

1/2 1 1 1 JIS-A in 

1 2 

出力雑音電圧 

Nomax 2 2 1 
2 

2 
1 

1/2 1 1 1 JIS-A in 

2 最大入力電圧 Vimax 1 1 2 2 2 
1 

1/2 2 1 1 出力の歪率が 1%になると
きの入力信号電圧 

1 2 最大出力電圧 Vomax 1 1 1 
2 

2 
1 

1/2 2 1 1 出力の歪率が 1%になると
きの出力信号電圧 

3 1 1 クロストーク CT 

1 3 

1 1 2 2 

2 

1 1 1 JIS-A in 
CT (dB) = 
20log (Vo (Vrms) / 
2 (Vrms) ) 

バス時電圧利得 GVP 1 1 3 3 1 2 1/2 2 1 1 CVP (dB) = 20log (Vo / Vi) 
バス時チャネル 
バランス 

CBP 1 1 3 3 1 2 1→2 2 1 1 CBP (dB) = GVpch1 – GVpch2 

【注】 スイッチ条件が上下 2段に分かれている項目は，すべて上段のスイッチ条件のときと，すべて下段のスイッチ条
件のときの 2条件について測定する。 
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測定回路図 
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【注】 JIS-Aフィルタは下記回路にて代用可 
 
JIS-Aフィルタ等価回路例 (出力は，100倍されていることに注意) 
 

+

−
+

−
100 Ω

50 kΩ

22 kΩ

27 kΩ 36 kΩ

2.2 kΩ

22 kΩ

100 Ω20 kΩ

1 MΩ

10 µF
0.01 µF 0.01 µF

f > 1 kHz JIS-A

f > 1 kHz In→Out
40 dB

0.0027 µF

100 pF

5 pF
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主特性 
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∆VCC = −20 dBv

VOL 2

VOL = Max

DIN Audio

f = 1 kHz

VOL 2

VOL = Max

THD = 1%

30 kHz LPF

VCC = 12 V

BW = 20 Hz 20 kHz (DIN Audio)
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応用回路例 
1. 左右同時可変ボリュームおよびバランスによりコントロールするとき 

VCA1

10 µF 10 µF 22 µF 4.7 µF 10 µF

VCC 1 GND *4 *5

OUT2

2

VCC

OUT1

Input
BUF1

Output
BUF1

SW

Output
BUF2

Pass

Pass

VCA

VCA

H

VCA2

*3

IN2

10 µF

IN1

10 µF

*2*1

1-2 1-2

100 kΩ100 kΩ

2

Input
BUF2

+ ++++

+ +

NCRef1

1 3 5 7 9 11 13

6 12 142 4 8 10

 
【注】 1. ボリューム/ボリューム 1コントロール 
 2. バランス/ボリューム 2コントロール 
 3. コントロールモード切り替え 
 4. パス・スルースイッチ切り替え時ショックノイズ低減 
 5. パス・スルー/VCA切り替えスイッチ 

2. 左右独立ボリュームによりコントロールするとき 

VCA1

10 µF 10 µF 22 µF 4.7 µF 10 µF

VCC 1 GND *4 *5

OUT2

2

VCC

OUT1

Input
BUF1

Output
BUF1

SW

Output
BUF2

Pass

Pass

VCA

VCA

H

VCA2

*3

IN2

10 µF

IN1

10 µF

*2*1

1 2

100 kΩ100 kΩ

2

Input
BUF2

+ ++++

+ +

NCRef1

1 3 5 7 9 11 13

6 12 142 4 8 10

 
【注】 1. ボリューム/ボリューム 1コントロール 
 2. バランス/ボリューム 2コントロール 
 3. コントロールモード切り替え 
 4. パス・スルースイッチ切り替え時ショックノイズ低減 
 5. パス・スルー/VCA切り替えスイッチ 

例 1と例 2の相違点 

端子番号 例 1 例 2 
8 ボリュームコントロール ch1側ボリュームコントロール 
10 バランスコントロール ch2側ボリュームコントロール 
12 端子 4に接続 GND 
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外形寸法図 

— 0.74ZIP14-P-325-1.27
JEDEC Code

14P5A Plastic 14pin 325mil ZIP

1.27

2.54

Symbol
Min Nom Max

A

A2

b

c

D

E

Dimension in Millimeters

A1

L 2.8

3.02.82.6

19.219.018.8

0.340.270.22

0.60.50.4

6.3

0.9

8.3

e

e1

D

A
2

A
1

A

141

SEATING PLANE

e b

e1

c

E

EIAJ Package Code Weight(g)

Cu Alloy

Lead Material

—

— —

—

— —

— —

— —

— —

 
 

2.

1. DIMENSIONS "*1" AND "*2"
DO NOT INCLUDE MOLD FLASH.

NOTE)

DIMENSION "*3" DOES NOT
INCLUDE TRIM OFFSET.

1.421.12

bp

A1

HE

y 0.1

e 1.27

c

0° 8°

L 0.4 0.6 0.8

0 0.1 0.2
A 2.1

7.5 7.8 8.1

A2 1.8

E 5.2 5.3 5.4

D 10.0 10.1 10.2

Reference
Symbol

Dimension in Millimeters

Min Nom Max

0.35 0.4 0.5

0.18 0.2 0.25

P-SOP16-5.3x10.1-1.27 0.2g

MASS[Typ.]

16P2N-APRSP0016DE-A

RENESAS CodeJEITA Package Code Previous Code

Detail F

A1A2

L

*3

*2

*1

1 8

916

F

Index mark

y

c

bp

A

e

D

EH
E
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